
特

　集

事
業
計
画
を
策
定

未来を先取りする「知恵産業のまちづくり」への挑戦

主
要
事
業
一
覧

平
成
30
年
度

　「京商ビジョンＮＥＸＴ」に基づく事業計画の２年目となる平成３０年度は、来春の京都経済センターの完成やポスト平成の時代
を見据えながら、未来を先取りする「知恵産業のまち・京都」づくりへの挑戦を加速させます。
　人口減少に伴う人手不足や大事業承継時代といった課題を乗り越えて、中小企業をはじめとする多様な知恵と文化が輝く「知恵
産業の森」をさらに拡大させるために、会員の皆様のご協力と、本所事業のより一層のご活用をお願いいたします。

京
商
ビ
ジ
ョ
ン
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ 

２
年
目
の
重
点
課
題

京都商工会議所　平成30年度予算

多様な人々が交流し
創造性豊かなまち

会員とともに
挑戦し続ける京商

１０
回
目
の
節
目
と
な
る「
知
恵
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」の
実
施

を
は
じ
め
、知
恵
産
業
の
さ
ら
な
る
集
積
と
飛
躍
に
向
け
て
、そ
の
牽
引

役
と
な
る
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
発
掘
と
育
成
に
一
層
取
り
組
み
ま
す
。

「
京
都
知
恵
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ 

ｉ
ｎ 

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
」を
開
催
す
る
と
と
も

に
、知
恵
ビ
ジ
ネ
ス
が
一
堂
に
集
ま
る
展
示
商
談
会「
京
都
知
恵
産
業
展

（
仮
称
）」を
京
都
経
済
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
し
ま
す
。

知
恵
産
業
の
集
積
の
加
速
化

1

遅
く
と
も
２
０
２
１
年
度
中
の
全
面
的
な
移
転
を
見
据
え
て
、「
文
化×

産
業
の
創
造
」を
テ
ー
マ
に
、京
都
の
多
様
な
文
化
資
源
や
創
造
性
を
活

か
し
た
産
業
振
興
に
取
り
組
み
ま
す
。「
き
も
の
サ
ミ
ッ
ト 

ｉ
ｎ 

京
都
」

や「
伝
統
芸
能
の
魅
力
を
伝
え
親
し
む
文
化
の
つ
ど
い（
仮
称
）」を
開
催

す
る
ほ
か
、２
０
１
９
年
度
に
予
定
し
て
い
る「
文
化×

産
業
展
覧
会

２
０
１
９（
仮
称
）」の
開
催
に
向
け
た
準
備
を
進
め
ま
す
。

文
化
庁
の
全
面
的
な
移
転
を

見
据
え
た
取
組
み
推
進

2

求
め
ら
れ
る
機
能
の
整
備
や
運
営
法
人
の
設
立
、管
理
体
制
の
構
築
に

向
け
た
仕
上
げ
の
検
討
を
進
め
ま
す
。中
小
企
業
支
援
体
制
の
構
築
を

は
じ
め
、京
都
企
業
の
情
報
発
信
拠
点
と
し
て
の
整
備
や
若
手
経
営
者

を
育
成
・
支
援
す
る
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
、京
都
府
・
京
都
市
や
関

係
団
体
と
継
続
し
て
協
議
を
行
い
ま
す
。

京
都
経
済
セ
ン
タ
ー
の
整
備
推
進

3

平
成
30
年
度

本
所
事
業
計
画
の
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【支出】2,310,107千円【収入】2,310,107千円

〈経常会計〉 （単位：千円）

一般会計 

中小企業経営支援センター特別会計

共済事業特別会計

建物運営管理費特別会計

　　　　合　　　　計

　　　 会計間の繰入額

　　　　純　　　　計 

1,182,531

957,813

184,650

206,847

2,531,841

221,734

2,310,107

会　計　名 予 算 額

〈建物建設特別会計〉 （単位：千円）

※建物建設特別会計は右記グラフに含まず

京都経済センター建設特別会計

　　　　合　　　　計

6,621,055

6,621,055

会　計　名 予 算 額

http://w
w
w
.kyo.or.jp/kyoto/

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

BC 知恵が集積し
活力溢れる京都産業

■第１０回の節目となる「知恵ビジネスプランコ
ンテスト」の実施

　京都経済センター完成記念「京都知恵産業
展（仮称）」の実施

■「知恵産業・経営大会２０１８」の開催
■知恵を引き出す経営計画の策定を支援する
「強み発掘プロジェクト」の推進

■「知恵ビジネス大交流会」や「知恵ビジネスサ
ロン」の開催など、各種情報発信事業の取組み

　「京都知恵ビジネスメッセ ｉｎ ＰＡＲＩＳ」の開催
■京阪神の連携によるライフサイエンス関連

産業振興の推進

知恵ビジネス支援 

Ａ
A1

新

新

■「経営発達支援計画」に基づく伴走型支援事業の推進
　「創業推進強化月間」の新設及び起業家支援

講座の開講
　改正事業承継税制の普及啓発
　金融機関や税理士等専門家との連携によ

る事業引継ぎ支援の強化
■中小企業の生産性向上を目指すＩＴ導入支

援事業の推進
■消費税軽減税率対応システムの導入支援
■「京商ECOサロン」の開催など第４期京商・

環境行動計画の推進
■地域活性化推進委員との連携やビジネス

交流会の開催による地域活性化の推進

中小企業しっかり応援A2

新

新

新

■「事前マッチング型商談会」の実施
■クラウドファンディングの活用支援
■ＪＥＴＲＯ京都貿易情報センターとの連携によ

る海外展開支援の実施
■アジアへのビジネスミッションの派遣
　府市と連携した欧州市場をターゲットとする

海外販路開拓支援事業の実施
■国内販路開拓支援事業「あたらしきもの京

都」の推進
■「京都クリエイティブビジネス海外展開助成金」

事業の実施

販路開拓支援A3

新

■京商ビジネススクールの充実 
■簿記検定をはじめとする検定試験の受験者

拡大
■「知恵キラリ 京の中小企業業界研究会」や「イ

ンターンシップサポート事業」等による中小
企業人材確保支援

　新卒採用のための大学生に向けた中小企
業情報発信支援事業「京の中小企業ワーク
ナビ」の開設

■ジョブ・カード制度の普及促進等による人材
確保支援

■働き方改革の推進、女性活躍の支援

人材確保・育成支援A4

新

文化 × 産業の創造B1

■琵琶湖疏水など産業遺産や文化財の活用
による新たな観光資源の開発推進

■「京商クリエイティブ産業モデル企業探訪ツ
アー」、「京都工芸の美学校」などの産業観
光プログラムの実施

■「京商インバウンド対策企業ミーティング」、
「観光・変化対応力強化事業」などインバウ
ンド“賑耕”事業の展開

■「京津奈・古の三都めぐり」の実施

■「京都・花灯路」「京の七夕」など観光振興事
業の実施

文化・観光都市の推進B2

■「京都創造者大賞２０１８」の実施
　第１５回京都・観光文化検定試験の実施、
「京都検定のつどい ｉｎ 東京」の開催

■ＭＩ（企業ミーティング、インセンティブ旅行）
分野誘客の推進

■２０２０東京オリンピック・パラリンピック開催に
向けた「京都文化力プロジェクト」への参画

■「京都スマートシティエキスポ２０１８」の開催支援
■「京あるきin東京2019」の開催支援
■「京都サンガF.C.」「京都ハンナリーズ」など

京のプロスポーツチームの支援

京都のブランド価値
向上の推進B3

新

■京都駅西部・東部・東南部エリアにおける新
たな賑わい創出の促進

■北陸新幹線の早期大阪延伸の促進
■リニア中央新幹線の東京・大阪間全線早期

開業および京都ルート誘致の推進
　京都市と隣接する自治体を結ぶ幹線道路の整備促進
■「京都スタジアム(仮称)」の建設促進
■「関西ワールドマスターズゲームズ２０２１」の

開催に向けた機運醸成
　２０２５年万国博覧会の大阪・関西への誘致推進
　「会頭ミッション」の派遣などパリ商工会議所

との友好協定締結３０周年記念事業の実施

交流と賑わいの
都市づくり促進B4

新

新

新

■全会員の参画機会向上を目指す「会員交流
強化プロジェクト」の推進

■トップリーダー等による「定例会員講演会」
などの開催

■会頭・部会長、全職員による会員訪問の実施
■部会・委員会活動の強化・充実
■女性会・青年部の活動支援
■「京商はんなり共済」の保障内容の拡充な

ど共済制度の普及促進
　本所ビル閉館記念事業（明治１５０年記念

事業併催）の実施

会員交流・サービスの
充実・強化C1

新

■会報誌や「京商ニュース」、Webサイト、ＳＮＳ
等による本所事業の発信充実

■首都圏、海外への会員企業の情報発信支
援の強化

　京都産業の魅力を国内外に紹介する映像
の製作

■第１０回京商政策フォーラムの開催や国・京
都府・市への要望活動など意見・提言活動
の強化

■景気動向・企業経営に関する調査研究

情報発信機能の強化C2

新

■１２，５００会員を目標とした全役職員による
会員増強運動の実施

■府内商工会議所、経済団体、関西・北陸等
の関係諸機関との連携強化

　本所事務局の京都経済センターへの移転
　本所の資産運用・管理に関する検討会議の

設置
■大規模災害等に備えた本所危機管理・事

業継続計画（ＢＣＰ）対策の推進

組織基盤の強化C3

新
新

■府・市と連携した知恵ビジネス支援、中小企
業支援体制の構築

■京都企業の情報発信拠点としての整備
■若手経営者育成・支援の仕組みづくり
■経済センター運営法人の設立
■経済センター管理体制の構築
　「京都知恵産業展(仮称)」の実施　<再掲>新

京都経済センターの整備推進・
記念事業の実施

　「文化×産業展覧会２０１９(仮称)」開催委員会の設置
■「KYOTO CMEX ２０１８」の開催などコンテ

ンツ産業の振興
■伝統工芸産業のイノベーションに向けた「伝

統工芸産業NEXTサロン」の実施
　「文化庁への支援のあり方検討会（仮称）」の設置
■「きもの文化」のユネスコ無形文化遺産登録

に向けた関係機関との連携
　「きものサミット ｉｎ 京都」の開催や「きものの日」の普及促進
■「第２６回ファッションカンタータ ｆｒｏｍ KYOTO」の開催
　「伝統芸能の魅力を伝え親しむ文化のつどい（仮称）」の実施

新

新

新

新

一般事業費
26.0%

会費等
26.2%

前年度繰越金
5.9%

共済事業収入
4.0%

補助金等
37.8%

一般事
業収入
14.7% 中小事業費

21.7%

予備費
3.9%

諸積立金
2.2%

管理費
38.2%

建物事業費
6.6%

共済事業費
1.4%

会議費
10.6%

産業振興費等
25.3%

検定・講座・
講演会費

24.4%
広報・組織

基盤強化費
24.9%
その他
14.7%

建物事業収入
7.0%

雑収入
4.3%
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講座の開講
　改正事業承継税制の普及啓発
　金融機関や税理士等専門家との連携によ

る事業引継ぎ支援の強化
■中小企業の生産性向上を目指すＩＴ導入支

援事業の推進
■消費税軽減税率対応システムの導入支援
■「京商ECOサロン」の開催など第４期京商・

環境行動計画の推進
■地域活性化推進委員との連携やビジネス

交流会の開催による地域活性化の推進

中小企業しっかり応援A2

新

新

新

■「事前マッチング型商談会」の実施
■クラウドファンディングの活用支援
■ＪＥＴＲＯ京都貿易情報センターとの連携によ

る海外展開支援の実施
■アジアへのビジネスミッションの派遣
　府市と連携した欧州市場をターゲットとする

海外販路開拓支援事業の実施
■国内販路開拓支援事業「あたらしきもの京

都」の推進
■「京都クリエイティブビジネス海外展開助成金」

事業の実施

販路開拓支援A3

新

■京商ビジネススクールの充実 
■簿記検定をはじめとする検定試験の受験者

拡大
■「知恵キラリ 京の中小企業業界研究会」や「イ

ンターンシップサポート事業」等による中小
企業人材確保支援

　新卒採用のための大学生に向けた中小企
業情報発信支援事業「京の中小企業ワーク
ナビ」の開設

■ジョブ・カード制度の普及促進等による人材
確保支援

■働き方改革の推進、女性活躍の支援

人材確保・育成支援A4

新

文化 × 産業の創造B1

■琵琶湖疏水など産業遺産や文化財の活用
による新たな観光資源の開発推進

■「京商クリエイティブ産業モデル企業探訪ツ
アー」、「京都工芸の美学校」などの産業観
光プログラムの実施

■「京商インバウンド対策企業ミーティング」、
「観光・変化対応力強化事業」などインバウ
ンド“賑耕”事業の展開

■「京津奈・古の三都めぐり」の実施

■「京都・花灯路」「京の七夕」など観光振興事
業の実施

文化・観光都市の推進B2

■「京都創造者大賞２０１８」の実施
　第１５回京都・観光文化検定試験の実施、
「京都検定のつどい ｉｎ 東京」の開催

■ＭＩ（企業ミーティング、インセンティブ旅行）
分野誘客の推進

■２０２０東京オリンピック・パラリンピック開催に
向けた「京都文化力プロジェクト」への参画

■「京都スマートシティエキスポ２０１８」の開催支援
■「京あるきin東京2019」の開催支援
■「京都サンガF.C.」「京都ハンナリーズ」など

京のプロスポーツチームの支援

京都のブランド価値
向上の推進B3

新

■京都駅西部・東部・東南部エリアにおける新
たな賑わい創出の促進

■北陸新幹線の早期大阪延伸の促進
■リニア中央新幹線の東京・大阪間全線早期

開業および京都ルート誘致の推進
　京都市と隣接する自治体を結ぶ幹線道路の整備促進
■「京都スタジアム(仮称)」の建設促進
■「関西ワールドマスターズゲームズ２０２１」の

開催に向けた機運醸成
　２０２５年万国博覧会の大阪・関西への誘致推進
　「会頭ミッション」の派遣などパリ商工会議所

との友好協定締結３０周年記念事業の実施

交流と賑わいの
都市づくり促進B4

新

新

新

■全会員の参画機会向上を目指す「会員交流
強化プロジェクト」の推進

■トップリーダー等による「定例会員講演会」
などの開催

■会頭・部会長、全職員による会員訪問の実施
■部会・委員会活動の強化・充実
■女性会・青年部の活動支援
■「京商はんなり共済」の保障内容の拡充な

ど共済制度の普及促進
　本所ビル閉館記念事業（明治１５０年記念

事業併催）の実施

会員交流・サービスの
充実・強化C1

新

■会報誌や「京商ニュース」、Webサイト、ＳＮＳ
等による本所事業の発信充実

■首都圏、海外への会員企業の情報発信支
援の強化

　京都産業の魅力を国内外に紹介する映像
の製作

■第１０回京商政策フォーラムの開催や国・京
都府・市への要望活動など意見・提言活動
の強化

■景気動向・企業経営に関する調査研究

情報発信機能の強化C2

新

■１２，５００会員を目標とした全役職員による
会員増強運動の実施

■府内商工会議所、経済団体、関西・北陸等
の関係諸機関との連携強化

　本所事務局の京都経済センターへの移転
　本所の資産運用・管理に関する検討会議の

設置
■大規模災害等に備えた本所危機管理・事

業継続計画（ＢＣＰ）対策の推進

組織基盤の強化C3

新
新

■府・市と連携した知恵ビジネス支援、中小企
業支援体制の構築

■京都企業の情報発信拠点としての整備
■若手経営者育成・支援の仕組みづくり
■経済センター運営法人の設立
■経済センター管理体制の構築
　「京都知恵産業展(仮称)」の実施　<再掲>新

京都経済センターの整備推進・
記念事業の実施

　「文化×産業展覧会２０１９(仮称)」開催委員会の設置
■「KYOTO CMEX ２０１８」の開催などコンテ

ンツ産業の振興
■伝統工芸産業のイノベーションに向けた「伝

統工芸産業NEXTサロン」の実施
　「文化庁への支援のあり方検討会（仮称）」の設置
■「きもの文化」のユネスコ無形文化遺産登録

に向けた関係機関との連携
　「きものサミット ｉｎ 京都」の開催や「きものの日」の普及促進
■「第２６回ファッションカンタータ ｆｒｏｍ KYOTO」の開催
　「伝統芸能の魅力を伝え親しむ文化のつどい（仮称）」の実施

新

新

新

新

一般事業費
26.0%

会費等
26.2%

前年度繰越金
5.9%

共済事業収入
4.0%

補助金等
37.8%

一般事
業収入
14.7% 中小事業費

21.7%

予備費
3.9%

諸積立金
2.2%

管理費
38.2%

建物事業費
6.6%

共済事業費
1.4%

会議費
10.6%

産業振興費等
25.3%

検定・講座・
講演会費

24.4%
広報・組織

基盤強化費
24.9%
その他
14.7%

建物事業収入
7.0%

雑収入
4.3%
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